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活力あふれる 住みよい長崎！
長崎市議会議員
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長
崎
市
内
２
件
目
の
世
界
遺
産
決
定
！

　

国
連
教
育
科
学
文
化
機
関（
ユ
ネ
ス
コ
）第

42
回
世
界
遺
産
委
員
会
は
、
６
月
30
日「
長

崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺

産（
長
崎
、
熊
本
の
12
資
産
）」の
世
界
文
化

遺
産
登
録
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

登
録
を
巡
っ
て
は
、
政
府
が
２
０
１
５
年

１
月
、「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連

遺
産
」を
推
薦
し
た
が
、
イ
コ
モ
ス
か
ら「
禁

教
期
に
焦
点
を
当
て
る
べ
き
」と
指
摘
さ
れ
、

推
薦
を
取
り
下
げ
て
い
ま
し
た
。
県
は
国
内

で
初
め
て
イ
コ
モ
ス
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
を

結
び
、
正
式
な
支
援
・
助
言
を
受
け
て
潜
伏

キ
リ
シ
タ
ン
遺
産
と
内
容
を
見
直
し
、
あ
ら

た
め
て
昨
年
２
月
に
推
薦
し
て
い
ま
し
た
。

　

国
内
の
世
界
遺
産
は
22
件
目（
文
化
遺
産

18
、
自
然
遺
産
４
）で
、
県
内
で
は「
明
治
日

本
の
産
業
革
命
遺
産
」に
続
き
２
件
目
の
登

録
決
定
と
な
り
ま
し
た
。
観
光
振
興
や
地
域

へ
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
が
、「
祈
り
の
場
・

生
活
空
間
の
確
保
」、「
観
光
客
へ
の
マ
ナ
ー
周

知
」、「
受
入
体
制
」、「
保
存
の
し
く
み
」な
ど

課
題
も
あ
り
、
構
成
資
産
に
な
っ
て
い
る
離

島
や
半
島
部
の
過
疎
集
落
を
含
め
、「
人
類
の

宝
、
長
崎
の
宝
」と
し
て
現
状
を
維
持
し
、

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
保
全
・
保
護
策

な
ど
方
向
性
を
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

  

長
崎
市
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
の
構
成
資
産
！

　

長
崎
市
の
構
成
資
産
は
、
信
徒
発
見
の
地

と
な
っ
た「
国
宝
大
浦
天
主
堂
」、
潜
伏
キ
リ

シ
タ
ン
が
密
か
に
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
信
仰
を
継

続
し
た「
外
海
の
出
津（
し
つ
）集
落
・
大
野
集

落
」が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
出
津
教
会
堂
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら

長
崎
に
赴
任
し
た
ド
・
ロ
神
父（
１
８
４
０
年
〜
１

９
１
４
年
）が
１
８
８
２
年
に
出
津
教
会
を
建
設
、

そ
の
翌
年
に
は
旧
出
津
救
助
院
を
建
設
し
、
パ

ン
や
マ
カ
ロニ
の
製
造
を
通
じ
、
外
海
の
人
々
の

生
活
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
授
産
施
設
と
し
て

「
出
津
救
助
院
」が
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
野
教
会
堂
は
、
同
じ
く
ド
・
ロ
神
父
が

１
８
９
３
年
に
26
戸
の
信
徒
世
帯
の
た
め
に

建
設
、
地
元
の
玄
武
岩
を
用
い
た「
ド
・
ロ
壁
」

は
独
特
の
風
合
い
を
持
ち
、
民
家
建
築
を
基

本
と
し
つ
つ
西
洋
技
術
が
取
り
入
れ
ら
れ
た

素
朴
な
教
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
も
今
日
ま
で
世
界
文
化
遺
産
登
録

に
向
け
、
観
光
客
受
入
対
策
特
別
委
員
会
を

設
置
し
て
、
受
入
れ
体
制
、
ト
イ
レ
・
駐
車

場
の
確
保
な
ど
周
辺
の
環
境
整
備
、案
内
板
・

表
示
板
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
充
実
、
遺
産
の

保
護
・
環
境
の
保
全
、情
報
発
信
・
意
識
啓
発
、

公
開
・
活
用
な
ど
意
見
・
提
言
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関

連
遺
産
」の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
機
に
、

滞
在
型
観
光
の
整
備
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日

客
）の
誘
客
や
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

い
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う
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し
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ひ
さ

 　
　

長
崎
市
議
会
議
員　

井
上　

重
久

信徒発見の地「国宝大浦天主堂」

外海の出津集落｛出津教会堂」

外海の大野集落「大野教会堂」

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

▼
交
流
拠
点
施
設（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）整
備
に
つ
い
て

は
、交
流
人
口
拡
大
に
よ
る〝
外
貨
獲
得
〞は
、地

域
経
済
の
活
性
化
策
と
し
て
大
き
な
起
爆
剤
と

な
る
と
期
待
し
て
い
る
。事
業
を
進
め
る
う
え
で
、

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
誘
致
体
制
、誘
致
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
絞

り
込
み
、セ
ー
ル
ス
の
役
割
分
担
な
ど
、情
報
を
共

有
し
て
組
織
体
制
の
構
築
や
責
任
あ
る
対
応
を

求
め
、誘
致
活
動
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、長
崎
県
と
の
連
携・協
力
を
得
て
の
取
り

組
み
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、「
懸
念
さ
れ
る
課
題

を一つ
ひ
と
つ
解
決
す
る
こ
と
」が
重
要
で
あ
る
。

　

併
せ
て
、ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
の
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
計

画
は
、大
き
な
夢
と
希
望
が
あ
り
、長
崎
市
に
与

え
る
影
響
も
大
き
く
、定
期
的
な
協
議
で
Ｍ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
施
設
と
の
相
乗
効
果
を
引
き
出
す
と
と
も
に
、

行
政
も
支
援･

協
力
を
行
い
、長
崎
の
活
性
化
に

繋
げ
て
も
ら
い
た
い。

▼
全
国
的
に
大
規
模
災
害（
豪
雨
災
害
）が
発
生

し
て
い
る
中
、住
民
同
士
の
支
え
合
い
の
必
要
性・

重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
。西
日
本
豪
雨
で

は
、土
砂
災
害
や
床
上
浸
水
の
被
害
が
拡
大
し
、

豪
雨
死
者
は
14
府
県
２
２
０
人
を
超
え
て
い
る
。

　

国
は
こ
の
豪
雨
を
激
甚
災
害
に
指
定
し
、被
災

者
の
救
命・救
出
、道
路・が
れ
き
整
理
、水
や
食

料
の
補
給
、電
気・上
水
道
の
イ
ン
フ
ラ
復
旧
な

ど
、関
係
機
関
の
救
援
活
動
に
期
待
す
る
。

　

被
災
さ
れ
た
関
係
者
の
皆
様
に
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、一
日
も
早
い
復
旧・復
興

を
願
う
。真
夏
日・猛
暑
日
が
続
く
な
か
、熱
中
症

に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

長崎市議会議員

自　　　宅　長崎市大浜町408
 　　　　　　　865-3553
生活相談室　長崎市水の浦町1-1
 　　　　　　　861-1985
http://inoueshigehisa.net/

ご相談は
お気軽に！

活
動
の
あ
し
あ

活
動
の
あ
し
あ

活
動
の

活
動
の
備
忘
録

備
忘
録

活
動
の

活
動
の
備
忘
録

備
忘
録

活
動
の
備
忘
録
4
月
〜
7
月

平成30年長崎市表彰式
（平成30年4月2日、長崎ブリックホール）

福田小学校区地域コミュニティワークショップ
（平成30年5月26日、福田小体育館）

福田地区ペーロン大会
（平成30年6月17日、福田本町海岸）

長崎市中総体総合開会式
（平成30年6月9日、かきどまり陸上競技場）

全国都市監査委員会総会・研修会
（平成30年7月12日、福井市フェニックス・プラザ）

地域づくり推進事業について調査
（平成30年7月6日、前橋市役所）

地域づくりの仕組みについて調査
（6月22日、市議会委員会室）

まちづくり協議会について調査
（7月5日、富士市伝法まちづくりセンター）

地
域
づ
く
り
・
人
口
減
少
対
策
特
別
委
員
会（
要
旨
）報
告　

地
域
づ
く
り
・
人
口
減
少
対
策
特
別
委
員
会（
要
旨
）報
告　

地
域
づ
く
り
・
人
口
減
少
対
策
特
別
委
員
会（
要
旨
）報
告　

　

長
崎
市
で
は
、現
行
の
小
学
校
区
ま
た
は
連
合
自
治
会
の
区

域
を
活
動
範
囲
と
し
、様
々
な
地
域
課
題
に
対
応
で
き
る
よ
う

各
団
体
が
連
携
し
た「
地
域
コ
ミュニ
テ
ィ
連
絡
協
議
会
」の
活
動

が
、平
成
30
年
度
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
モ
デ
ル
事
業
地
区
は
、茂
木
、式
見
、土
井
首
、深
堀
、横
尾
、

南
長
崎
地
区
の
６
地
区
で
課
題
や
目
標
を
掲
げ
る「
ま
ち
づ
く

り
計
画
書
」を
策
定
し
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
、長
崎
市

は「
人
」、「
拠
点
」、「
資
金
」の
面
か
ら
支
援
す
る
と
し
、地
域
課

題
の
解
決
・
負
担
軽
減
・
住
民
の
参
画
な
ど
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
効
果
を
検
証
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

〈
特
別
委
員
会
の
調
査
項
目
〉

① 

人
口
減
少
に
伴
う
地
域
の
現
状
に
つ
い
て（
５
月
）

② 

地
域
づ
く
り
の
仕
組
み
に
つ
い
て（
６
月
）

③ 

富
士
市
・
前
橋
市
の
行
政
視
察(

７
月)

④ 

地
域
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て(

８
月)

⑤ 

地
域
づ
く
り
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て（
９
月
・
10
月
）

⑥ 

雇
用
の
確
保
に
よ
る
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て（
11
月
）

　

な
ど

６
月
22
日



補正総額133億3,233万2千円、33の議案を可決・同意！補正総額133億3,233万2千円、33の議案を可決・同意！補正総額133億3,233万2千円、33の議案を可決・同意！
平成30年第２回定例会(６月議会)開催！

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

主
な
補
正
予
算

ジャパネットホールディングス参考人招致

諏訪祭礼図屏風（左隻）　
評価額3,500万円、長崎市の財産として取得
［縦204cm×横532cm×厚さ1.8cm］　
製作時期：推定18世紀後期以降

売上

項　目 金額（千円）
295,300
84,000
6,800

386,100

施設利用料収入
駐車場収入
その他施設運営に係る収入
計

費用

項　目 金額（千円）
373,217
11,883
1,000

386,100

維持管理・運営費
その他費用
固定納付金
計

　

平
成
30
年
第
２
回
長
崎
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
７
日
に
開
会
し

６
月
26
日
ま
で
の
20
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、Ｊ
Ｒ
長
崎
駅
西
側
に（
仮
称
）長
崎
市
交
流
拠
点
施
設
整

備
事
業
費
、（
仮
称
）長
崎
市
三
重
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
た

土
地
調
査
業
務
費
な
ど
一
般
会
計
補
正
予
算
72
億
７
，８
４
１
万
１
千

円
、
特
別
会
計（
土
地
取
得
）60
億
５
，３
９
２
万
１
千
円
の
総
額
１

３
３
億
３
，２
３
３
万
２
千
円
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
争
点
は
、
教
育
厚
生
委
員
会
の
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に

向
け
た
土
地
調
査
業
務
費
の
計
画
変
更
、
環
境
経
済
委
員
会
の
交
流

拠
点
施
設
整
備
事
業
費
の
可
否
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
で

の
採
決
は
賛
成
５
、
反
対
４
と
な
り
、
本
会
議
で
は
賛
成
26
、
反
対

11
、
退
席
１
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

条
例
改
正
で
は
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
方
式
が
見
直
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
、
長
崎
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
長
崎
市
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
人
事
案
件
で
は
教
育
委
員
会
の
馬
場

豊
子
氏（
教
育
長
）の
任
期
が
平
成
30
年
７
月
31
日
を
も
っ
て
満
了
す

る
た
め
、
そ
の
後
任
に
橋
田
慶
信
氏（
総
務
部
長
）が
任
命
さ
れ
同
意

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
の「
地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
財
政
支
援（
交

付
金
等
）の
継
続
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
」、「
吉
原
日
出
雄

議
員
に
対
す
る
辞
職
勧
告
決
議
に
つ
い
て
」は
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

環
境
経
済
委
員
会
は
６
月
21
日
、委
員
会

に
付
託
さ
れ
た
交
流
拠
点
施
設（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）

を
含
む
整
備
事
業
費
な
ど
を
賛
成
５
、反
対

４
の
賛
成
多
数
で
原
案
通
リ
可
決
し
ま
し
た
。

　

交
流
拠
点
施
設
は
、総
事
業
費
約
２
１
６

億
円
で
開
業
目
標
は
平
成
33
年
11
月
供
用
、

３
，０
０
０
人
規
模
の
学
会
や
大
会
に
対
応
で

き
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト・展
示

ホ
ー
ル
な
ど
を
備
え
る
。

　

20
年
契
約
の「
公
設
民
営
」で
、建
設・運
営

は
九
電
工
や
地
場
企
業
で
な
ど
で
つ
く
る
グ

ル
ー
プ
が
担
い
、年
間
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開
催
件
数

７
７
５
件
、利
用
者
数
61
万
人
、経
済
波
及
効

果
は
１
１
４
億
円
と
試
算
し
て
い
る
。

◆
学
校
給
食
施
設
整
備
事
業
費

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

…

１
，４
７
０
万
円

　

学
校
給
食
の
献
立
内
容
の
充
実

や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
、
給
食
施

設
の
老
朽
化
等
の
課
題
解
決
の
た

◆
交
流
拠
点
施
設
整
備
事
業
費

　

交
流
拠
点
施
設…
…

71
億
２
，４
２
０
万
円

　

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
新
長
崎
駅
西
側
に（
仮
称
）

長
崎
市
交
流
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
も
の
。

・
用
地
取
得
費　
68
億
８
，１
４
９
万
１
千
円

・
施
設
整
備
費　

２
億
３
，６
０
０
万
円

め
、（
仮
称
）長
崎
市
三
重
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
に
向
け
た
土
質
調
査

等
を
行
う
も
の
。

・
土
質
調
査
業
務

・Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務　

他

係
る
助
成
額
を
増
額
す
る
も
の
。

【
増
額
す
る
補
助
金
】

滑
石
保
育
園　
５
８
９
万
２
千
円

上
長
崎
保
育
園

　

５
６
８
万
５
千
円

◆
民
間
認
定
こ
ど
も
園

…

１
，０
４
５
万
５
千
円

　

国
の
補
助
基
準
額
の
改
正
に
伴

い
、
民
間
認
定
こ
ど
も
園
の
施
設

整
備
に
係
る
助
成
額
を
増
額
す
る

も
の
。

◆
市
民
会
館
施
設
整
備
事
業
費

　

市
民
会
館
設
備
整
備

…

１
，４
６
０
万
円

　

市
民
会
館
の
ガ
ス
管
が
老
朽
化

に
よ
り
ガ
ス
漏
れ
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ガ
ス
設
備
を
改
修
す
る
た
め

増
額
す
る
も
の
。

・
低
圧
ガ
ス
管
、
中
圧
ガ
ス
管
、
警

報
器
等

◆
子
育
て
支
援
環
境
整
備
費

幼
稚
園
２
歳
児
対
象
型
一
時
預

か
り
費
補
助
金

…

１
，８
６
４
万
８
千
円

　

待
機
児
童
解
消
を
目
的
と
し
て
、

国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付

金
交
付
要
綱
が
改
正
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
幼
稚
園
に
お
け
る
２
歳
児

の
一
時
預
か
り
に
必
要
な
経
費
の
一

部
を
事
業
者
に
助
成
す
る
も
の
。

◆
市
民
活
動
推
進
事
業
費
補
助
金

　
コ
ミ
ュニ
ティ
助
成
事
業

…

１
，７
５
０
万
円

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助

成
金
を
活
用
し
、
自
治
会
が
行
う

事
業
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
。

◆
民
間
保
育
所

…

１
，１
５
７
万
７
千
円

　

国
の
補
助
基
準
額
の
改
正
に
伴

い
、
民
間
保
育
所
の
施
設
整
備
に

環
境
経
済
委
員
会（
要
旨
）報
告　

６
月
18
日
〜
21
日

◆
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
費

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
推
進
費

…

７
９
５
万
７
千
円

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
を
図
る
た
め
、
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
事
業
体
構
築
に
向
け
た
調
査
検
討
費
を

増
額
す
る
も
の
。

◆
な
が
さ
き
幕
末
維
新
祭
推
進
費

　

…

３
７
３
万
１
千
円

　
「
明
治
１
５
０
年
」を
契
機
と
し
た
関
連
事

業
を「
な
が
さ
き
幕
末
維
新
祭
」と
い
う
テ
ー
マ

と
し
て
広
く
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
観

光
客
の
施
設
の
回
遊
性
を
高
め
る
事
業
を
実

施
す
る
も
の
。

写真は福岡県英彦山のスロープカー

【
増
額
す
る
補
助
金
】

(

仮
称)

く
る
み
幼
稚
園　

６
８
７
万
９
千
円

中
央
こ
ど
も
園

３
５
７
万
６
千
円

◆
稲
佐
山
公
園（
ス
ロ
ー
プ
カ
ー
整
備
）

…

２
９
０
万
円

　

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
上
昇

に
伴
う
特
別
措
置
に
よ
る
請
負
代

金
額
の
増
額
変
更
を
行
う
た
め
、

事
業
費
を
増
額
す
る
も
の
。

◆
障
害
者
福
祉
費
事
務
費

…

２
，０
６
８
万
２
千
円

　

障
害
者
総
合
支
援
法
及
び
児
童

福
祉
法
の
制
度
改
正
に
対
応
す
る

た
め
、
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
経
費

を
増
額
す
る
も
の
。

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
係
る

福
祉
系
シ
ス
テ
ム
改
修

補
正
予
算
は
賛
成
26
、
反
対
11
、

退
席
１
の
賛
成
多
数
で
可
決

2021年度併用開始を目指す交流拠点施設
（MICE）イメージ

MICE事業の収支計画
■運営収支ゼロだが独立採算で事業
実施可能
■固定納付金は、開業６年目以降、年
間100万円（計1,500万円）を納付
■変動納付金は、実際にMICE事業者
の年間の純利益が出た場合、その
50％を市に納付（現計画では、変
動納付金ゼロ）

▼開業６年目以降の事業収支（損益計算書より）


